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10. その他の計算方法 

10-1. 湖沼モデルの計算方法 
 

(1). 1年分の陸域計算結果から計算を行う場合 
 

【陸域モデル】を 1 年間のみ計算した場合、【湖沼モデル】への流入は 1 年分のみが正確に計算されま

す。そこで、1 年分の陸域計算結果を用いて、5 年間の湖沼内計算を行う場合は、計算を行った 1 年間の

情報を 5 年分に引き延ばして計算を行う必要があります。以下にその方法を示します。 

 

１）【陸域モデル】の計算を行うと、その結果が【湖沼モデル】へと入力されます(※)。 

 

※【陸域モデル】と【湖沼モデル】を連続して計算する場合のみです。連続して行わない場合の計算方法につ

いては、「(2)陸域計算と湖沼計算を別々に行う場合」に示します。 
 
 
2）1 年分の計算結果を 5 年分に引き延ばします。 

 
陸域の計算結果が入力される、【湖沼モデル】の“Load(流入負荷量)”と“WQ_IN(流入水量)”の 2

シートについて、陸域計算を行った年のデータ 1 年分をコピーし、それ以外の 4 年のデータに上書きし

ます(※)。 
 

※1 年分のデータを他の 4 年に上書きする際に、2000 年(閏年)の扱いについて注意する必要があります。ここ

では、以下のように取り扱うこととします。 

 

①2000 年を繰り返すとき： 
2000 年の 12/31 データは繰り返して貼り付ける際には使用しない(1/1～12/30 の 365 日間を用いる)。 

 
②2000 年以外を繰り返すとき： 

2000 年については、12/30 データを 12/31 に貼り付けます。 
 

注)データの引き延ばしを行う際には、データ部のみを貼り付けることとし、A 列の日付は 1999 年～2003 年のま

ま変更しないでください。 
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3）計算結果以外の情報について、1 年分の値を 5 年分に引き延ばします。 
 

湖沼モデルにおいて、計算結果以外で年ごとに異なる数字が入力されている項目は、気温、水温、

日射量、現況の取水量、湖沼水位で、それぞれ以下に示す箇所を引き延ばします。方法は 2)と同様と

します。 
 
○気温、水温、日射量：シート「WT&Light」の Temp(気温)、WT(水温)、light intensity(日射量) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○現況の取水量：シート「WQ_OUT」の N～W 列(現況の取水量) 
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○湖沼水位：シート「lakeH」の日平均水位 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
4）湖沼内の施策を行う場合は、シート「measure」で設定します。 
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5）最後にシート「MENU」で、計算条件を設定して計算を実行します。 
 
 

○＜計算条件の入力＞ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○「計算条件の入力」ウィンドウが起動するので、“計算開始日”(デフォルトでは 1999/1/1)、“終了日”

(デフォルトでは 2003/12/31)、“計算ピッチ／日”(デフォルトでは 0.1)を設定し、＜OK＞ボタンをクリ

ックします。 
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○＜計算実行＞ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○Excel 上で計算を実行され、計算が終了すると“Complete！！”のメッセージが出ます。 
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(2). 既存の陸域計算結果から湖沼モデルの計算を行う場合 
 

【湖沼モデル】を【陸域モデル】と連続して計算を行う場合は、そのまま湖沼モデルに引き継がれた陸域

モデルの計算結果を用いて計算することが可能ですが、既存の陸域モデルの計算結果から湖沼モデル

の計算を行う場合は以下に示す操作を行う必要があります。なお、ここでは、(A)陸域計算の設定条件や

結果を保存してあるケース、(B)陸域計算の結果のみを保存してあるケース、の 2 ケースについて方法を

示します。 

 

(A) 陸域計算の設定条件や結果を保存してあるケース 

 

【陸域モデル】の計算後に、「8-1.データの保存」に従ってデータを保存している場合の計算方法につ

いて以下に示します。 

 

１）【陸域モデル】の計算によって作成された、”10LAKEINPUT.txt”ファイル(※)を、モデルフォルダ内の”

¥sipher¥result”に格納します。 

 

※”10LAKEINPUT”は、【陸域モデル】の計算により、モデルフォルダ内の”¥sipher¥result”内に作成されるテキ

ストファイルで、陸域から湖沼への流入水量と流入負荷量をまとめたものです(湖沼へ直接流入する下水処

理・し尿処理を除く)。 

 

 

2）GIS インターフェイスを起動すると、「霞ヶ浦水循環システムスタータ」ウィンドウが起動するので、＜保

存データを読み込み起動する＞ボタンをクリックします。保存データの一覧が表示されるので、計算対

象とするケースを選択し、＜OK＞ボタンをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計算するケースを選択 
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3）「6-1.モデルの実行」にしたがって、モデルを実行します。「モデルの実行」メニューが表示されますの

で、「モデル入力条件の更新」の“流域モデル”と“湖沼モデル”、および「計算実行」の“湖沼モデル”の

チェックボックスを ON にし、＜OK＞ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4）計算中のダイアログが表示され、湖沼モデルへのデータの受け渡しが行われます。その後、霞ヶ浦湖

沼モデル.xls が起動します。 
 
 
 
 
 
 
 
 

5）湖沼内の施策を行う場合は、シート「measure」で設定し、その後、湖沼モデルを実行します。 
 
 
 



 
 

参資-1-84

(B) 陸域計算の結果のみを保存してあるケース 

 

【陸域モデル】の計算後に、「8-1.データの保存」に従ってデータを保存していない場合の計算方法に

ついて以下に示します。 

 

※この際、計算後にモデルフォルダ内の”¥sipher¥result”内に作成される”10LAKEINPUT.txt”ファイルは保存

してある必要があります。 

 

 

１）【陸域モデル】の計算によって作成された、”10LAKEINPUT.txt”ファイルを、モデルフォルダ内の”

¥sipher¥result”に格納します。 

 

 

2）GIS インターフェイスを起動すると、「霞ヶ浦水循環システムスタータ」ウィンドウが起動するので、＜現

況データを読み込み起動する＞ボタンをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3）「4.基本条件」、「5.対策量の設定」にしたがって、計算するケースの陸域モデルに関する計算条件を設

定します。 
 
 

4）「(A) 陸域計算の設定条件や結果を保存してあるケース」と同様に、モデルの実行、湖沼内の施策設

定(必要な場合のみ)、および、湖沼モデルの実行を行います。 
 
 



 
 

参資-1-85

10-2. 地下水初期計算の計算方法 
 

陸域モデルへの条件設定において、地下水の水位や水質に影響を与える施策や、それらの施策を 1

つ以上含む設定を行う場合は、地下水位・水質の安定化のために、地下水初期計算を行う必要がありま

す。その方法について、以下に示します。 

なお、地下水初期計算を必要とする施策は以下の 4 つです。 

 

・ 雨水貯留 ： 地下浸透量を増やすため地下水位が上昇する 

・ 透水性舗装 ： 地下浸透量を増やすため地下水位が上昇する 

・ 環境保全型農業 ： 地下への浸透負荷量を減らすため地下水質が変化する 

・ 地下汚濁物質の囲い込み ： 地下への浸透負荷量を減らすため地下水質が変化する 

 

 

１）モデルフォルダ内の”¥sipher¥restart”内のリスタートファイル(RESTFL0000000000.FIL)を 65 年間

の前計算を行ったものに置き換えます。 
 
 
2）GIS インターフェイスを起動し、＜現況データを読み込み起動する＞ボタンをクリックします。その後、

「4.基本条件」、「5.対策量の設定」にしたがって、計算するケースの陸域モデルに関する計算条件を設

定します。 
 
 
3）GIS インターフェイス上からモデルの実行を行い、「モデルの実行」ウィンドウで、流域モデルのモデル

入力条件を更新し、＜OK＞ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4）モデルフォルダ内の“¥Work¥Input¥霞ヶ浦入力ファイル.xls”をコピーし、モデルファイル内の

“¥sipher¥input¥霞ヶ浦入力ファイル.xls”に上書きします。 
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5）モデルフォルダ内の“¥sipher¥input¥霞ヶ浦入力ファイル.xls”を開き、シート『0 総括』にある＜CSV 
FILE EXPORT＞ボタンをクリックし、後のメッセージにすべて「はい(Y)」と答えます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6）モデルフォルダ内の“¥sipher¥input¥01_Control.csv 内で、①“計算フラグ”を『-6』に変更し、②“地

下水初期計算(年)”を『25(年)』に変更します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7）モデルフォルダ内の“¥sipher¥exe¥gosipher.bat”をダブルクリックします。 
 

① 

② 
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《初期計算完了》 
 
初期計算が終了すると、モデルフォルダ内の“¥sipher¥restart”内に、当該施策を行った場合のリ

スタートファイルが作成されます。 
 
※この初期計算には、陸域モデルの計算を 1 年間行うのと同程度の時間が必要です。 
 
 

8）モデルフォルダ内の“¥sipher¥input¥01_Control.csv 内で、“計算フラグ”を『0』に変更します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9）モデルフォルダ内の“¥sipher¥exe¥gosipher.bat”をダブルクリックすると、陸域モデルの計算が実行

されます。 
 
 
※計算結果に影響してしまうので、地下水初期計算を必要とした計算を行った後に、その他のケースに

ついて計算を行う際には、必ずリスタートファイルを 90年のものに戻してください(地下水初期計算を必

要としないケースを計算する場合)。 
 
※一度、地下水初期計算を行ったケースについては、計算によって新たに作成されたリスタートファイル

を保存しておけば、次に同じ施策の計算を行う際は、モデルフォルダ内の“¥sipher¥restart”内のリ

スタートファイルを置き換えることで、地下水初期計算は省略できます。 
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10-3. 過去再現計算の計算方法 
 

昭和 55 年を例に、過去再現計算の方法について以下に示します。 

 

１）モデルフォルダ内の“¥sipher¥restart”内のリスタートファイルを、過去再現計算時のものに置き換え

ます。 
 
 

2）GIS インターフェイス上で人口、および処理形態別人口、家畜、排水量、および工業系負荷量を設定

します。 
 

○人口・処理形態別人口 
「フレーム設定」－「人口・汚水処理形態別人口」において、“指定地域内の総人口の修正”、“処理

形態の転換割合を指定”の数値を調整することで、過去再現計算年における人口、および処理形態別

人口を設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○家畜 
「フレーム設定」－「家畜頭数」において、過去再現計算年における家畜頭数を設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

変更後の割合が過去再現計

算年における割合と等しくなる

ように設定する。 
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○排水量 
「流域対策」－「環境保全型ライフスタイルへの転換」において、“ライフスタイル転換による排水量の

削減率”に過去再現計算年と現況の排水量から算出した仮想削減率を設定し、また、“ライフスタイル

転換による汚濁負荷原単位の削減率”を 0%に設定することで、過去の排水量を設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○工業系負荷量 
「フレーム設定」－「事業所・工場」において、“事業所系排水水質”に、過去再現計算年における倍

率を設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3）「10-2. 地下水初期計算の計算方法 3)～５)」と同様の操作を行い、その後、モデルフォルダ内の

“¥sipher¥input”内の 03_LandUse.csv(土地利用ファイル)を差し替えます。 
 
 

4）モデルフォルダ内の“¥sipher¥exe¥gosipher.bat”をダブルクリックすると、陸域モデルの計算が実行

されます。 
 
 
 
 
 

23.3 
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5）「10-1. 湖沼モデルの計算方法 (2) (A) 3」～4」」と同様の操作を行い、湖沼モデルを実行します。 
 
 

6）“水産負荷(コイ養殖)”、“シジミ浄化”、“植生浄化”をシート「measure」で、“溶出速度”をシート

「const(box)」で設定し、その後、湖沼モデルを実行します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




